'63 .植物硏究雜誌第二十一卷第三.•.四 IT : V 昭和' 22 年4月 


〇ひめぢよをん及ビやぶがらしノ貪周（前川文夫） 

ひめぢよをんハ鐵道ノ沿線ヤ都會的ノ.空地二極メテ多イモノデ4月ニハモウ莖ガ上ツ 
テ萊ル。5月末土は.るぢよをん卜'入レカし、ツテ花ノ開ク迄ナラパ， 蜜葉 共二.食用卜，ナル。 
ュデテ寖シ物トスレゼ S ハ綠冴エテ美シク量モアリ/又毛ナドハ舌二感ジチイ位二軟力 
ク且ツ肉ノリガアリシカモ不味デナイ。特有ノ臭氣ハユデレパト'レテシマフ。唯コマル 
コトハ近時はるぢよをん.(取飞^阶⑽ philadelphicum しアガ入ツテ來テヨク似テ居ル 
:ガ V コレハ臭 $ ガキツク、テ些力無理考 r ル。後者ハ 葉 ハ柄ノ基脚二突出ス"ル迄兩側ガ 翼. 
狀ヲ シテ居ルノ デ區別出來ル。，おほあれちのぎくモ似テ居テコレモ不味デアル。 （ コレハ 
毛深 イノ ト根出窠ハ波狀缺刻樣銀齒ガ著シ イノ デ分 カツ'。 先日本鄕ノ帝犬構內デ前日迄 
何 トモナカツタ 本瘇 ノ鍪ノ頭 ガー-樣二滷ミ取 ラレ タノヲ.ミテー部デ ハ旣二利用 化ガ行ハ 
レテ居ルナトホ备エマ レタ 次第デ アツタ。' .へ、 V : 

やぶが'らしモ普遍的ノモノデ日蔭ノ.生離ノ下ナドニサへ多ク，4 — 5 月二入ツテカラ.ノ 
赤褐紫色デオジギ'ヲシタ嫩莖ハ著シイ。コレノ食用二適スルコトハ久肉淸孝氏カラ示敎 
ヲ受ヶ，平速試ミテ大イニ推奨出來ルト思フ〇臭味卜毒々シイ色トハ濞弁ヶパトレテシ 
マフシ，少シアル粘リ氣ハ却ツテ'齒切レガョイ。莖モ葉モ充分利用出來ルン，少シ伸ビ 
テカラデモ芽ヲトレバ又新條ガ出ルノデ多少ノ反復モ可能卜思フ。.（昭和年6月記:） 

〇おになすび閽書キ（前川文夫） ' . 、 〜 

.Solanum carolinense L . ガ千葉縣兰里塚ノ'御料牧場ヲ中心くトシテ相當二廣範圍■二 
歸化'ンテ居！^ .久內清孝氏ハ植物分類地理13 : 19.1 (昭和18年:)デのはらなすびノ新. 
稱卜共二記録サレテ居ル。本年9月二同地ヲ謗レ.夕際ニハ成程隨虜ノ尚陽地二/サパツ 
テ白花.卜紫花トヲ盛二開イテ居夕。多年生デ根莖ガ殘ル'ン，其ノ儘耕シテ土ヲカへスト 
埋ツタ地上部ノ各葉腋カラー勢二新芽ガ岀テ殖エルシ，葉卜莖卜.ハ刺ガ散生スルタメニ 
却ツテ痛クテ除草ハ極メテ厄介デアル。馬ハ後ヒモスルシ中毒モシナイガ唇ヲヨク刺デ.- : . 
刺'ンテハ出血スガ。同牧場デ聞イ‘夕處デハ30年モ前カラアルラシィ.。 殊ニコ、 ハ古ク 
'力_ラ猛烈ナ馬ノ だ' にガ 繁殖 シテ居テ柵ノ入〇デ馬ノ身體ノ ■コスレル處二'ハ丸々■卜血ヲ 吸，/ 
ツタノガ累々卜落チテ居ル程ダツタガ，明洽40年代頃カライツトハナシニだにガ減少： 
シテ來テ今ハー西モ居ナクナツタ。ソシテソレト關聯スルカノ樣ニソノ頃カラ.？ ノ茄子 
ノ存在二氣ガツキ，又爾來目立ツテ增加 〆 テ來タトイフ。同所デ；八だにノ驅除二播イタ. 

* ノギトイフ說モアリ，ソノ眞僞ハ今ハ判ラナイガ，シカク古グカラ茂リハジメ又ソノ:頃 
力.ラおになすび，或ハ'お K ： くさトイフ名デ，ぶたくさ，及ビあ,らげはん.ごんさう.卜共二 
: 同所ノ著シイ歸イ.匕植物トシテ取扱ハレ:テ居タトイフ。 . 』 ...' 1 

ツイデ土記スガ，きばなまつばにんじん，はり'ひめはぎ等ノ歸化品•卜相伍シテ黑松ノ. 
疎林下 ニ ロ 「ぐリア ： Lobefia iiiflata L . ' ガ淡紫花ヲ開イテ居タノ . ヲ 見夕。北米原產ノモ ' 
ノデ最近 A ツタノデアラウ。 C 昭和.]9年10月記〕 ‘ 
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